
令和６年度静岡県地域防災活動知事褒賞受賞団体・受賞者の活動概況

自主防災組織の部（１組織）

自主防災組織役員の部（１名）

氏 名 活 動 の 概 要

坂本 日出夫
さかもと ひ で お

（沼津市）

【所 属】 第二地区連合自主防災会

・平成26年度より沼津市防災指導員として任命され、地域のリーダー

として、地域住民の安全、安心のための防災活動において中心的な

役割を果たし、地元地域で信頼の厚い、人格円満で責任感が強い人

物である。

・平成30年度からは沼津市防災指導員会の副会長、令和３年度からは

会長として、自らの地域のみならず、沼津市全体の防災力の充実に

力を注いでいる。

氏 名 活 動 の 概 要

江尾区
えのお く

自主防災会
じしゅぼうさいかい

（富士市）

【世帯数】498世帯 【人 員】1,169人

・江尾区は水害が頻発する地域であり、大雨時には役員が地区の防災拠

点となっている公会堂に集合し、区内の巡回や声掛けを行うなど、早

期避難のための体制を整備していた。

・令和３年７月の大雨により、地区内の江尾江川周辺で床上浸水23棟、

床下浸水61棟の被害が発生した際には、水防団や消防団とも協力し、

道路の通行規制や巡回を行ったほか、富士市社会福祉協議会が開設し

たボランティアセンターと共にボランティア活用の周知やボランティ

アニーズの把握を行い、被災者に対するケアにも積極的に当たった。

・今後の対応を検討するため、市関係課を交えた意見交換会を開催し、

地域が抱える課題や住民が感じた不安について整理、共有したほか、

11月には住民を対象としたワークショップを開催し、浸水時の危険箇

所や、被害状況を住民の間で共有する図上訓練を行った。

・図上訓練を踏まえて、参加者自身が当時とった行動の振り返りを行

い、住民の避難のタイミングや方法について見直したため、その後の

同様の大雨が降った際には住民の早期避難などの具体的な行動に繋が

った。

・令和５年６月の梅雨前線及び台風第２号による大雨の際には、再び浸

水被害が発生し、区内の被害状況を行政に伝達する体制について課題

が明らかになったことから、新たに市と区との連絡体制を構築した。

・市が設置した江尾江川の水位計の状況を地区で確認する体制や、住民

のほか、水防団、消防団が把握した被害状況や道路冠水情報を、公会

堂を拠点に集約する体制をとることとした。


